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魅力ある学校づくりを目指して 栗山で学び、栗山で輝く 北海道栗山高等学校

町 田 英 謙

夏休み期間を迎えて 道教委との連携事業

８月になりましたが、連日の暑さで空知管内でも岩見沢 ７月３０日（金）１０：３０より、本校に道立教育研究
市が１０日連続真夏日となり、史上最長タイ、７１年ぶり 所理科センター主査の伊藤 崇由 様、指導主事の林 正大
の猛暑となっております。（８月２日現在） 様、２名が来校され、理科の系統的な学習プログラムにお
加えて、全国では毎日、新型コロナウィルス感染者数が ける形成的評価を促す学習評価ツールの開発を研修テーマ

一万人を超え、北海道も連日２００名以上の罹患者が発生 とし、栗山町の小・中・高等学校を通した理科の見方・考
し、予断の許さない状況が続いており、道もまん延防止等 え方を踏まえたコンピテンシーベースの指導と評価の一体
の対策が本日から取られました。これからも少々窮屈な生 化を図ることを目的として、本校の土子先生、門脇先生と
活となりますが、今まで実施してきた感染防止対策を更に の協議をおこないました。
強化していく必要があります。 その後、栗山町総合福祉センター（しゃるる）で、栗山
本校では、終業式から生徒への進学講習、授業補習、部 町教育委員会が主催で、小学校３校、中学校１校の学校代

活動や委員会活動で、生徒・教職員が猛暑の中、素晴らし 表者に出席いただき、研修内容について提案がありました。
い努力をしてくれました。８月になってからも部活動は、 コロナ禍で開催の始まりが遅くなりましたが、令和３年
毎日の努力を積み重ねている姿があり、引き続き熱中症に 度、４年度と２年間、町内教育機関の連携と児童生徒の理
注意を払って頑張って欲しいと思います。 科教育の充実を目指し、協働していくこととなります。
さて、７月２３日（金）から開催の東京オリンピックで

各競技の選手が、このコロナで厳しい社会状況の中、全力
を尽くしている姿は、観る者に夢や感動を与えてくれてい 栗山高校 学校運営協議会
ます。メダリストとなった選手の皆さんは、自信や勇気、
日本人としての誇りを与えてくれています。惜しくも夢が ７月３０日（金）１８：００より、本校の会議室で今年
叶わなかった選手も一生懸命に競技と向き合う姿を観て、 度 第１回学校運営協議会が開催されました。
物事に最後まで諦めず、努力することの大切さを教えてい 会議の冒頭、岡本 研 会長（北海道東海大学教授）より、
ただいたように思えます。これからも様々な競技大会や、 間口減を受け、現在の教育活動を充実させ、情報発信の拡
パラリンピックの開催を控えておりますが、選手団の健闘 大を図り、学校教育の基盤を強化していただきたいと、ご
を心から期待しております。 挨拶をいただきました。

校長より、学校経営方針、教育計画、学校現場の説明を
申し上げ、全ての提案について承認を受けました。

栗山町学校運営協議会連絡会 また、７月にＮＨＫ「おはよう北海道」で放映された本
校野球部、公務補の伊藤さんが生徒達との関わりについて

７月２６日（月）１８：００より、栗山町総合福祉セン 映像を参加者全員に確認していただきました。
ター（しゃるる）研修室で、栗山町の学校運営協議会連絡 今年度、役員改選となります。転出等で一部役員が変更
会が開催されました。 になっておりますので、公表いたします。委員の皆様にお
高校としては、義務教育と地域の方々と連携を図るため、 いては本校教育活動充実・発展のため、ご指導ご鞭撻の程、

今年度初めて、教頭先生と参加させていただきました。 よろしくお願い申し上げます。
このＣＳ連絡会では、今年度の推進事業を確認し、各校

の取組の発表により共有を図ることができました。道立の 会 長 岡本 研 様（北海道東海大学教授）

学校が地域の教育機関、教育関係者と交流が実現でき、よ 副会長 三浦 匠 様（栗山町副町長）

り高校の教育内容を知っていただける機会として、非常に 委 員 高田 宏明 様（栗山町ブランド推進課長） 進路

有り難い会となりました。今後、小中高が連携できること 委 員 井畑 靖彦 様（栗山中学校校長） 進路

を見つけ出し、栗山町を盛り上げていくことが大切だと考 委 員 南條 宏 様（栗山町教育長） 学習

えます。 委 員 田中 雅志 様（栗山町教育委員会指導主事） 学習

委 員 月輪 淳裕 様（栗山高校同窓会長） 生活

委 員 早坂 義幸 様（栗山高校を支える会会長） 進路

栗山高等学校を支える会の開催 委 員 田中 秀典 様（元栗山高校ＰＴＡ会長） 進路

委 員 大野 円海 様（元栗山高校ＰＴＡ役員） 学習

７月２７日（火）１９：００より、栗山町カルチャープ 委 員 田中 貴志 様（栗山高校ＰＴＡ会長） 生活

ラザ「Ｅｋｉ」多目的ホールにおいて、令和３年度第１回 委 員 原田 優司 様（栗山高校ＰＴＡ副会長） 学習

栗山高等学校を支える会が開催されました。 委 員 中山 恵美子様（栗山高校ＰＴＡ副会長） 生活

当日は、栗山町長 佐々木 様にも参加いただき、昨年度 委 員 小暮 滝弘 様（前栗山高校ＰＴＡ会長） 生活

の事業報告、今年度の事業計画について協議しました。 委 員 町田 英謙 （栗山高校校長）

会長である早坂 様が、今年度役員の任期満了で役員改
選の提案がありました。事務局より新役員体制の案が提示
され、全会一致で承認されました。 夏季休業明けの思い

２４日間の夏季休業、大変ご苦労様でした。教職員の皆
学校経営指導訪問 様におかれましても、ゆっくりと家族との対話や、自分の

趣味に没頭し、心も身体もリフレッシュできたのではない
７月２８日（水）１０：３０より、岩見沢東高等学校校 かと思います。これからの期間、３年生は進路決定の大切

長室で、学校経営指導訪問がおこなわれ、北海道教育庁教 な時期でもあります。生徒が素晴らしい成果を発揮できる
育指導監の佐藤 裕之 様から、本校の現状や課題等につい よう、協働体制で対応していきたいと思いますので、よろ
て、ご指導ご助言を賜りました。 しくお願い致します。


